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千里ニュータウン全景

南地区センター
（南千里駅）

新大阪や
大阪都心

千里中央地区
（千里中央駅）

北地区センター
（北千里駅）

千里ニュータウン全景

大阪都心（梅田）

都心から電車で約２０分

大阪都心（梅田）

都心から電車で約２０分

位置図

名神高速道路

中国自動車道

新御堂筋線（国道423号）

千里ニュータウンの概要

新御堂筋線
（国道423号）新大阪や

大阪都心



事業期間 1960年10月～1970年3月

事業主体
大阪府企業局
（1960～2006年）

事業手法
一団地の住宅施設経営（当初）
新住宅市街地開発事業

（1963年法整備）

開発面積 1,160ha

市域別面積
吹田市域：791ha

豊中市域：369ha

計画人口 150,000人

住宅建設戸数 37,330戸

現
状

人口 103,855人(R4.10)

世帯   48,577世帯(R4.10)

高齢化率
(65歳以上割合)

28.9％(R4.10)

箕面萱野

箕面船場阪
大前

吹田市豊中市

市境界

北大阪急行延伸線

2024.3.23開業

↓
大阪市方面

（都心から電車で約20分）

千里ニュータウンの概要



近隣住区

近隣センター

地区センター
・千里中央
・北千里
・南千里

◆全面買収方式によるニュータウン開発

◆都市計画法の一団地の住宅経営及び
新住宅市街地開発法により開発

◆近隣住区論を採用して
構成された住宅都市

◆生活利便機能として、

地区センター、近隣センターを

各住区に配置

近隣住区論に基づく千里ニュータウンの構成
（12の住区構成）

千里ニュータウンの特徴



千里ニュータウンの特徴

【大阪のまちづくりグランドデザイン(大阪府・大阪市・堺市)〔令和4年12月策定〕】

◆ 過去から、都市政策上の位置付けがある

◆ 交通利便性が高い



■「千里中央地区活性化基本計画」策定（H31.3策定、R6.8改定）

千里中央地区の再整備（地区センターの活性化）

イオン
阪急

大規模商業施設の
賑わい広場イメージ

東町中央ゾーン
（再整備検討対象）

都市再生緊急整備地域

西
町
エ
リ
ア

東
町
エ
リ
ア

千里阪急ホテル
R7年度末
営業終了

駅東街区 駅西街区

千里中央エリア図

イオン
阪急

千里中央全景

【駅東街区の現状】 【駅西街区の現状】施設イメージ

【再整備イメージ】

千里ニュータウン再生の取組



⚫豊中市では千里中央公園において、「千里中央公園再整備における活性化事
業」の公募により選定された民間事業者と公民連携による整備を推進。

「千里中央公園再整備における活性化事業」とは
・公園の魅力向上をめざし、豊中市と公募選定された千里中央公園パートナーズ※が、

R4.4から進めている公民連携事業
・千里中央公園パートナーズが提案内容に基づき、活性化プログラムの企画・運営、公園
自動車駐車場の管理・運営、収益施設の設置・運営を実施
※エイチ・ツー・オーリテイリング株式会社、株式会社ローソン、NTT西日本関西支店の3社で構成

1OOORE SCENES（センリシーンズ） 1階 イタリアンカフェ「SEN℃（センド）」

コミュニティスペース「LABO」

豊中市HPより

官民連携による都市公園の再整備 豊中市域

■千里中央公園再整備

千里中央公園パートナーズにより、旧公園管理事務所をリノベーション
千里中央公園の賑わい創出拠点として生まれ変わった施設

（R5.3.30オープン）

千里ニュータウン再生の取組
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